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幼児の健康促進環境を求めて
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FromlnquiriesintoHealthandEnvironmentof3YearOldChildren
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ABSTRACT: Agoodenvironmentisnecessaryforachildtohaveahealthy

life.Theauthorsinquiredintothehealthandenvironmentof3yearoldchiト

dren,andobtainedthefollowing:

1.Childrenareinfluencedbythemother'sattitudetowardchild-care.Mothers

mustavoidthefollowlngtypesOfattitudes:positiverefusal,negativerefusal,

over-protection with interference,over-protection withanxiety,implicit

obedience,self-contradiction,disagreementswithinthefamily,andrigid

control.

2.Childrenarein飢lenCedbythemother'smentaldisposition.Mothersneed

thesupportofassistantsandadviserstoavoidthefollowing:nOn-SOCial-coope-

ration,anxiousdepression,unstableemotions,nervousness,andmaritalpro-

blems.

3.Children arein且uencedbytheconditionsofdailylife:neighborhood,

atomosphereinthefamily,contactdensitywithmotherandfamily,family

五mancialstatus,andsoon.

Manyothersfactoraffectchildren:parents'academicbackground,mothers'

employmenthours,familymembers,andsoon.However,itisimpossibleto

avoidallproblems.Theauthorsinvestigatedtheoptimumnurturingenviron一

mentfortroubledchildren,andtriedto丘ndthebestwayandadvicefor

motherswithchild-careproblems.
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は じ め に

第二次大戦敗戦より48年,日本は欧米と肩を

並べる経済大国とな り,70%以上の国民が自ら

を中流階級と意識する国となった｡しかし,そ

れは近代科学技術の発達と企業戦士と呼ばれる

人々の力による,過剰なまでの利潤追求と効率

至上主義によって得られたものである｡その結

果,地球規模では生態系の破壊を招く ｢公害先

進国｣となり,人間の個としてのレベルでも生

態系の破壊を招き,過労死を代表とする大きな

代償を支払っている｡そして,こうした現象は

大人社会のみに留まらない｡

坂野は 『子供の心を読む』1)の中で,日常生

活では日本の文化圏的位置から必然的に考えら

れる日本人の認知様式,場依存型,のままであ

りながら,ペーパーテス トの傾向と対策に明け

暮れる受験勉強の影響によって認知様式が場独

立型に変えられているということを指摘してい

る｡教育のあり方がこのような歪みを生じてい

るのである｡

また,総理府の 『親の意識に関する世論調

査』2)によれば,59.3%の親が子供の生活にゆ

とりがないと認めながらも,塾や稽古事に通わ

せている｡一方,その中にあっても子供とのコ
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ミュニケ-ショソは91.5%の親がとれていると

し,89.4%の親が子供の信頼を得ていると自信

をもっている｡

しかし,非行,暴力,登校拒否等の問題が,

日々深刻化している現状を思えば,こうした世

論調査の結果は大人達の自己満足に思えてなら

ない｡それらの現象は子供達の悲痛な警告の叫

びとさえ思える｡

中村は 『臨床の知とは何か』3)の中で,近代

科学に走 り過ぎた現代人に,技術科学の知とい

うものに対する ｢臨床の知｣という概念をもっ

て,警告を発し,本来あるべき人間の本性の尊

重を論 じている｡

こうした中で,現代の人間社会における人間

的改善の一手段として,幼児期に対するアプ

ローチは誰もが考えつくところであろう｡しか

し,大人も子供も病みつつある,この現代社会

にあって,一体何から着手して行けば良いので

あろうか｡こういう時,古今東西を問わず,真

っ先に矢面に立たされるのが母親であろう｡だ

が,母親も複雑怪奇な現代社会の-犠牲者であ

ることを忘れてはならない｡

恐らく,ここで希望の光となるのは結局のと

ころ子供自身であろう｡Parkeら4)は ｢子供は

発達を阻害するような不利な環境の影響の下に
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図 1 発動性の発揮 ･成長 ･発達過程 ･情緒の安定の関係
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あっても,それをはねかえす ような弾力性

(resilience)をある程度だがもっている｣とし

ている｡又,L.Juchli5)はこの力を人間の本性

の中に存在す る 『内なる援助源 (Ressource,

Hilfsquelle)』としている｡

大人たちはこの力を上手に引き出して行かね

ばならない｡確かに,この役割の一番の担い手

は母親であろう｡しかし,育てられる子供と育

てる母親を一単位として捉え,両者の環境保証

に努めて行 くのは我々臨床家達の任務であろう

(図 1)6)0

今の世の中,せっかく五体満足に生まれなが

ら,精神的に病み,身体的発達にも支障を来し

ている子供達が多過ぎると思われる｡かねてよ

り,何か適切な改善-のアプローチは出来ない

ものかと考えてきた｡今回,まず,その糸口を

掴む手始めとして,幼児の健康と育児環境の調

査に至った｡

目 的

心身ともに健やかな成長発達を遂げている子

供は,それにふさわしい環境の中で育成されて

いる｡逆に,成長発達に問題のある子供は必ず,

何らかの発達阻害因子をその環境に保有してい

るという仮定のもとに次の目的を挙げた｡

即ち,健やかな成長発達を遂げている子供と

母親を取 り巻く環境要因及び問題傾向のある子

供と母親を取 り巻 く環境要因を明らかにし,母

子の心身ともに健やかな成長発達に必要な環境

要素を抽出して,今後の看護の関わ りのポイン

トを兄いだすことを目的とする｡

方 法

対 象 :京都市内にある10か所の幼稚園なら

びに保育園に通 う2-4歳児の父兄(主に母親)

313名で,内訳は表 1の通 りである｡

本調査は質問項目数が多いので,高回収率 ･

高回答率を得るために,対象の十分な理解と協

力を得る必要があった｡そのために,日頃より

直接的 ･間接的交流があり,条件に叶った園を

選択した｡

表 1 調 査 対 象 の 内 訳

回収人数 回 収

率(幼稚園)衣笠幼稚園 57名

93%聖光幼稚園

26 83雪目幼

稚園 14 54復活幼稚園 24 10

0大原幼稚園 9 100洛西幼稚園

(保育園)岡崎幼児園 7 1002

9 100たかつかさ保育園 38 88

衣笠保育園 65

97だん王保育園 44 100合

計 313名 92%配 付

:各園の園長を窓口とし,園長またはクラス担任を通じて父兄に配付し

た｡回 収 :無記名 ･厳封にて園での約 1週

間の留置法にて回収した｡時 期 :平成 1

年10月上旬～2年 1月上旬調査紙 :京都市衛生研究所編 (岡本寓三郎

作成)の調査票で,CMI7)に準拠 して用

いられた質問紙法である｡これはCMIの

京都市版といえ,その妥当性は因子

分析等の検証をもって既に証明されている｡内容項

目は表 2の通 りである｡解 析 :313名

の幼児健康調査票における身体及び情緒項目

などの母親の回答を,問題傾向のある回答の方

が点数が高 くなるよう点数化し,その合計点数により3分割して

,不健康群(N-100),中間群 (N-115

),健康群 (N-98),を設定した｡この不

健康群と健康群の各群別に,育児環境調査の回

答を前述と同様の方法をもって点数化し,次元別に平均値を算出して,健康

と育児環境との関連性をt検定で検討した｡

結 果 と 考 察健康に対 して

不健康という場合,病気をイメージするのが一

般的なところであろう｡しかし,既に述べたように,今回の
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表 2 ア ン ケ ー ト 調 査 内 容 項 目

項 目 設問数 項 目 設問数 項

目幼児健康調査票 育児環境調査票 生活背

景調査票身体障害 (視覚 .聴覚) 5 積極拒

否 5 住まい体質的不安傾向 (呼吸器系) 7 消極拒

否 7 世帯の部屋数〟 (消化器系) 6

厳格支配 6 世帯人数〟 (運動器

系) 5 期待支配 6 〟 の内訳〟 (皮膚感覚) 5 干渉過保護 6 通園の園種

〟 (神 経 系) 5 不安過保護 6 父親

の生年〟 (泌尿器系) 4 盲 従 6

母親の生年羅病傾向 9 溺 愛 6

父母の結婚の年不慮の事故 5 自己不一致 5 兄弟の生年

体 格 4 家族不一致 7 〟 性別

運動機能 5 教育姿勢 6 父親の職業疲労

傾向 5 居住環境 6 母親の職業神経質さ 10

家庭の雰囲気 6 家計の主な職業不安傾向 8 家族形態の不調破綻 5 家族の全生活費

自制力 8 接触密度の不足 6 家族の

全食費攻撃性 11 母親の文化 との接触 3

父親の最終学歴依存性 11 生活 リズム 6

母親の最終学歴退行性

8 文化状態 7社会性 9

経済状態 5習 癖 5

母親の社会協調性 7知 能 5

〟 不安抑彰性 7言 語 6 〟 感情動

揺性 7発育発達過程 8 〟 神経質さ 9栄 養 10 父母人間関係

8産科的事項 6 母親の生育環境 5遺

伝的要素 4 子供への出産期待度 2子供 と

父母の身長 .体重 7 子供 との接触時間 2合

計 181 合 計 157く前に,子供の特性や

健康をどういうものと捉えているかということを明確

にしておく必要があろう｡ここでは次のように

捉えている｡即ち,子供は,『著しく成長発

達 し続けているその途上にあ り,無限の可能性

を秘めている存在』6･8)である｡そしてその健康とは 『何物にも妨げら

れず,気 (α)を十分に発揮させて

,常に身体的 ･精神的 ･社会的に成長発達して

いる過程にあ り,将来もその可能性が保証され

ている状態』6,8)と捉えている｡Ⅰ 子供

の健康状態と育児態度図2は中間群を除いて,心身を統合的にみた 健康群と不健康群の2

群におけ

る育児態度を各項目別に比較したものである｡

以降,ス/くイダース ･グラフは全て,問題方

向性が高い程,円の外へ向かうよう記載している (

点数は 1-3点追)0育児態度の分類において,

健康群に対し,不健康群の方が問題性が高い｡その差の大き

いもの順に並べてみると,干渉過保護型0.37,積極

拒否型0.34,自己矛盾型0.31,不安過保護型

0.27,消極拒否型0,24,家族不一致型0.23,育
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積極拒否 ***

健 康 群 N-98

--------･不健康群 N-100

**:P<0.01

***:P<0.001図2 子 供

の健 康 状 態 と育 児態 度保護型,消極拒否型,家族不一致型,盲従型に

おいて,不健康群に問題傾向が著

明で,その差は0.1%以下の危険率で有意

の差を認めた｡又,厳格支配においても5%

以下の危険率で有意の差を認めている｡次

に各項 目について見てみる｡まず,支配型に

ついて見てみると,健康群 ･不健康群とも,厳

格支配型が最も強く,期待支配型がそれを追 う型となっている｡ここには

少産少数であるため,親の思い入れが,分散さ

れることなく一人の子供に注がれ,その子に集

中して理想が追

求される現代社会の育児の一面が窺えるように

思われる｡溺愛型においても両群ともに高い

値を示 しているが,これも同様の理由からのも

のではないかと思われる｡以上のことから

も,子供の身体的 ･精神的健康状態と育児態度

が密接に関わ り合っていることは否めない｡ しか

し,育児する側と育児される側という二者間の

相互作用であることを考慮すれば育児する側だけ

を問題にすることは片手落ちであろう｡青木ら

9)はマターナル ･デブリベーションにおいてさえもこのことを認めてい る｡育児指導に当たっ

ては,子供を中心に据え,どうしても育児する

側に改良点を求めることになるが,以上のこと

は十分考慮されるべきであろ う｡園田10)は

｢育児｣が同時に母親の ｢育自｣になりうるよ

うな援助の必要性を説いている｡子供の身体的な問題は母親の

心身や育児に影響を与え,さらにその

ことが子供の精神面に作用するということも考

えられる｡育児においては,心落ち着いて脇役

に徹することが肝要と思われる｡Ⅱ 子供

の健康状態と母親の心理環境図 3は健康群と

不健康群の2群における母親の心理環境を各項 目別に

比較 したものである｡ここでも不健康群の方が問題性が高

い｡母親の心理環境の分類における2群の各項 目毎の点

数差を大きい順に並べてみると,感情動揺性0

.41,非社会協調性0.35,不安抑夢性0.

30で,次いで神経質0.20,父母人間関係

0.15と続 く｡生育環境のみ健康群の方が不健康群より若干点数
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健 康 群 N-98

------･不健康群 N-100

非社会協調性 ***

神経質** *:P
<0.05**:P<

0.01***:P<

0.001図3 子供の健康状態と母親

の心理環境神経質では1%以下,父母人間関係

では5%以下の危険率で有意の差を認めている

｡生育環境に関しては有意の差は認められ

なかった｡次に各項目について検討

してみる｡まず,社会協調性について見てみ

ると,母親のその性格は,母親の社会的体験場

面が制限されるだけに留まらない｡母親の活動

範囲内に生きざるを得ない子供は,母親と同じ

様に体験場面を制限されざるを得ない｡その結

果,外界との健康的な接触が阻害され,外から

の十分な刺激を得ることも,それによって生ず

る外-向けての活動も,連鎖的に阻害される結

果となり,健康群と不健康群,二者間の有意差

を生じているのではないかと考える｡あるいは

母親の非社会協調性が,子供に環境因子としてだ

けでなく,遺伝因子として影響を及ぼし,相乗

的に子供の心理環境を母親と同一のものにして

,子供の健康に影響を及ぼしているとの考え方も

出来よう｡不安抑密性,感情動揺性,神経質

,父母人間関係についても類似 したことが言

えると考える｡即ち,母親のこれらの気質ある

いは心理環境が,母子一体化して生きている子

供の心身の健康状態に影響を及ぼし,母子一体化して生き ている母親もまたその強い影響を受

けていると考える｡即ち,後天的あるいは先天

的に子供の健康状態が阻害されていく可能性が

あると考える｡夏山11)は超音波断層撮影等を

通 じてこのことを証明

している｡又,父母人間関係について牧野12

)は,夫との関係において,実際に夫がどれほ

ど手助けするかではなく,夫が母親 (秦)の心

理的支えになっているかどうかに育児不安との

関連があることを述べている｡Thomasら13)は

症例をもって,このことを報告

している｡母親の生育環境の項目では,家庭

の雰囲気,朕の厳しさ,子供の意見や希望の尊

重度,父母からの激励 ･鞭蛙の有無,等,厳格

支配型の育児を受けて育ったかどうかを訊ねて

いる｡ここでは,健康群1.84,不健康群1.79と

共に高い値を示し,有意の差はないが,両群と

もに問題性があることが解る｡ここで,前述し

た育児態度を振 り返って見ると,厳格支配型に

おいて,健康群1.84,不健康群1.97と共に高い

値を示している｡このことより,厳格支配型の

育児を受けた母親が,わが子に厳格支配型の育

児態度で接していると考えられる｡少産少数の育児態勢に

-
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育った母親がまた,わが子を少産少数の育児態

勢の中で育てているとも考えられる｡

母親自身の生育環境が親になった時の意識や

育児態度に影響するとよく言われる｡しかし,

実証できた研究は少ないようである｡

Belskyら14)はこの問題について調べたが何

の関連も兄いだせなかった｡ しかし,Ricks15),

Grossman16),池田17)らのように関連を認める

報告もある｡

以上の結果より,概ね母親の心理環境が子供

の健康状態を左右することは本調査でも明らか

になった｡しかし,母親の心理環境を考える場

令,次の2つの場合を考慮しなければならない

と考える｡ 1つはその心理環境が妊娠以前から

のものである場合であ り,もう1つは妊娠以降

のものである場合である｡

後者の場合であるならば特に,母児双方から

の トランザクションを考慮しなければならない

であろう｡Samero丘'ら18,19)によれば,Riegel

は,弁証法的な発達理論の立場から,発達する

子供と環境のそれぞれが能動的であるか,受動

的であるかの2分法の分類の組み合わせ,発達

の理論を4つに分類しているとしている｡つま

り,子供と環境の双方とも受動的と考えるのが

居住環境 **

経済状態***

文化状態

生活 リズム

S-R理論,環境を能動的と見るのがSkinnerの

理論,そして子供の側に大きな能動性を認める

のがPiagetの認知発達理論というように分類

している｡そして,第 4に個人と環境の双方が

能動的と仮定し,個人が環境の性質を変え,そ

れがまた個人の性質に対して影響を与えるとい

った,弁証法的な立場をあげている｡この立場

では,子供の発達は,子供の個人的な特徴や能

動性と家族や社会的な状況が提供する経験との

絶え間ない力動的な相互交渉の産物ということ

になる｡換言すると,発達は個体と環境との双

方からの トランザクションということである

(臼井ら20)による)0

今回の調査結果をSamero丘'ら18,19)の見解か

ら考えてみると,子供に不健康要田があった場

合,その要因が母親の心理環境を悪化しやすく,

またそうした心理環境によって,適切な子供-

の関わ りが阻害されると考えられる｡そして,

このような母親の関わ りが,子供の生理的 ･精

神的なリズムを狂わせ,不健康をもたらす結果

となると考えられる｡さらにそれが,母親の心

理環境を悪化させ,子供に対する働きかけが抑

制され,それが子供の発達に必要な刺激の不足

を招き,不健康を導きやすいのではないかと考

健 康 群 N-98

-日一一-一一･不健康群 N-100

家庭の雰囲気**

不調破綻

接触密度との不足**

母親の文化との接触

**:Pく0.01

***:P<0.001

図4 子育 てに関す る家庭環 境

- 7-
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0% 20 40 60 80 100%

健 康 群

不健康群

⊂コ
Eヨ Eコ 園 田一戸建 マンション アパート 間借 り 社宅

図5 健康群 ･不

健康群の住居種類の比較えられる｡田島

,上村ら21)はその研究から,このような ト

ランザクショナルモデルの好例を明らかにして

いる｡Ⅲ 子育てに関する家庭環境図4

は子供ならびに子育てに関する地域環境,主に

は家庭環境と子供の健康状態との関係を健康群と不健康

群の2群にて比較したものである｡ここでも不健康群の方が

,問題性が高い｡2群の各項目毎の点数差を大きいもの

順に並べてみると,経済状態0.27,居住環境0.2

2で,吹いで家庭の雰囲気0.15,接触密度の

不足0.15,生活 リズム0.13,母親の

文化との接触0.13,文化状態0.12,不調破綻0.03と続 く｡この

うち,経済状態においては0.1%以下の危

険率で有意の差を認めた｡又,居住環境,家庭

の雰囲気,接触密度の不足においても5%以

下の危険率で有意の差を認めている｡居住

環境については,住居種類 ･住居部屋数を検討す

るに当たって,例えば,住居種類が同一であっても格差があるであろうし,部屋数

が同一であってもその広さの差も予想される｡

そのため今回の生活背景調査票だけをもって,

健0% 2

0 40健 康 群不健康群 康群と

不健康群の格差を云々することは難しいと考え

るが,図 (図5,図6)からは,佳居種類でも

,住居部屋数でも,健康群の方が不健康群よりも良いように見受けられる｡又,

育児環境調査票の居住環境の項目の設問内容か

ら,不健康群の子供は,車の交通 ･騒音 ･空気

の汚れ･安全な遊び場のなさ,等,子育てに適

さない環境にあることが読み取れる｡接触密度に

ついては,生活背景調査票の結果から,父母の自

覚による接触時間の健康群 ･不健康群別の平均時間を

見てみると,父親においてほ,健康群3.5時間,

不健康群2.9時間で,危険率 5%以下で有意の差を認め

た｡母親における平均時間は,健康群8.0時

間,不健康群7.3時間で,危険率0.1%

以下で有意の差を認めた｡このことは本項目で

の結果を裏付けていると考えられる｡経済

状態においては,家庭内の電化製品等の物品の豊

かさ ･教育文化費についての設問が内容とされ,有意

差を認めている｡しかし生活背景調査票から,生活

費 ･食費の健康群 ･不健康群別の平均額を

見てみると,生活費においては,健康群30.2万円,不健康群30万円とほとんど

差はなく,食費に至っては健康群8.7万円,不健60 80 100%⊂I Eヨ 【コ EZZ3 田 皿

田1室 2室 3室 4室 5室
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0% 20 40 60 80 100%

健 康 群

不健康群

[コ
中学校

健 康 群

不健康群

Eコ ロ EZ] 田 mIl 田 園高校 専門学校

短大 4年大学 大学院 その他 大学中退図7 父 親 の 最

終 学 歴0% 20 40 60 80

100%⊂コ 田 口 EZZZ3 匹白 皿
囚中学校 高校 専門学校 触大 4年大学 大学院 その他 高校中退

図8 母 親 の 最 終 学

歴康群8.9万円と逆転している｡このことより,文化生

活度に子供の健康状態が左右されると考えられ

る｡Ⅳ そ の 他その他,生活背景調

査票から学歴について見てみると,父母

とも健康群の方が全般として,学歴が高いよう

に見受けられる (図7,図8)0この結果は前述

した子供-の文化生活の提供度との関わ りがあ

るように思える｡子供の出産環境として,望まない

妊娠についての調査では,挙児希望は,健康群

86%,不健康群83%で,

若干不健康群に問題傾向を認めたのみに留まり,Matejcekら22

)の報告のような望まない妊娠の及

ぼす子供の健康-の影響は認めにくかった｡このことは本調査の対象が今

回0% 20 40
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0% 20 40 60 80 100%

健 康 群

不健康群

⊂コ
飲んだ

健 康 群

不健康群

田 [コ判らない 飲

まない図10 栄 養 摂 取

状 況 (よく飲んだか)0% 20 40 60 80

100%[コ 監ヨ [コ
2ヶ月以上 2ヶ月未満 殆ど無 し

図11 栄 養 摂 取 状 況 (よく飲ん

だか)以上,健康群と不健康群の比較により,

結果を考察

してきた｡今回,育児態度,母親の心理環境,家

庭環境の3分野でスパイダースグラフを用いて検

討した｡このグラフを前回子供の情緒項目の点数によって,今回

同様 3分法により,情緒成熟群 ･未成熟群の2群で比較 したグラフ

(図13-15)26)と照応 して見ると,非常に類似した形をしている

｡このことより,子供の健康0%

20 40く生後 2ヶ月〉

健 康 群不健

康群く生後 4ヶ月)健 康 群

不健康群く生後

6ヶ月〉健 康 群
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成 熟 群 N-110

- 未成熟群 N-96

積極拒否***

不安過保護**図13 情緒の成育と育児態度0.001),依

存性と盲従 (r-0.303,p<0.01),自制力と家

族不一致 (r-0.312,p<0.01),攻撃性と家族不一致 (r-0.318,p

<0.01)において,相関を認めた (表 3)0

これらの結果は守屋27)の分類とも一致する

ところが多い｡他,東ら28)の就学前の母親

変敬 (母親の感受性 ･家庭の言語環境 ･将来期

待･拒否的態度 ･権威によるしつけ方略 ･感情

に訴えるしつけ方略,等)と子供の知的発達の関係,Farran&Haskins(1980)29),岡ら30,31), 奥平ら32,33)がある

｡最後に,今回の検討に用いてきた健康群 ･

不健康群の保育園児と幼稚園児の比率を見てみると,健康群では,保育園児42%,幼稚園児58%,

不健康群では,保育園児63%,幼稚園児37%

であった｡保育園と幼稚園の一番大きな違いは

,保育園の主たる目的が母親の就労にあるのに

対して,幼稚園の主たる目的が幼児期の教育に

あることであろう｡このことがこの比率

を生じてい

ると思われる｡非社会協調性**

神経質** 成 熟 群 N

-

110未成熟群 N-9

6不安抑哲性***感情

動揺性 *****:P<0
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屠住環境

成 熟 群 N-110

- 未成熟群 N-96

母親の文化との接触図15 子育てに関する

家庭環境母親の就労の有無が子供の健康状態を

左右する大きな要因であることは確かである｡しか

し,女性就労人口が女性人口の49.5%に達

している今日,女性の就労を云々するのほ時代

錯誤も甚だしいことであろう｡女性の就労を肯

定しながら,改善策を模索して行くことが生き

た育児指導には不可欠なことの一つなのであ

る｡厚生省でも動きが見られた｡少子化対策の 1つとし て,平成 5年 2月中に ｢保育問題検討

会｣を設置し,保育園の保育時間の大幅延長や

これまでは利用できなかった専業

主婦家庭の子供も入園について検討するという3

4)0又,現在増えつつある自閉症児,学習

障害児,登校拒否児等,についても国家 レベル

での対策がなされつつある｡どちらも評価されるべきこ

とであろう｡表 3 幼 児 の情 緒 と育 児 態 度 の 相 関 行 列積極拒否 消極拒否 厳格支配 期

待支配 渉過保- ･安過保護盲 従 瀦 愛 自己矛盾 族不一致積極拒否消極拒否厳格支配期待支配干渉過保護不安過保護 0.1210,1470.0660.0710.098 0.1240.0020.1130.100 0.0920.0230.155 0.141

0.303 0.316 0.286 0.276 0.053

0.252 0.185盲 従 0.056 0.032 0.108

0.113 0.386溺 愛 0.002 0.100 0.017 0.222

0.227 0.317自己矛盾 0.157 0.314 0.072 0.068 0.374

0.229 0.311家族不一致 0.00 6 0.249 0.030 0.010 0.240

0.172 0.216 0.124神経質 0.251 0.169 0.058 0.007 0.269 0.12

1 0.236 0.027 0.163不安傾向 0.087 0.059 0.102 0.116 0.018

0.146 0.148 0.082 0.155 0.154自制力 0.300 0.262 0.119 0.

056 0.322 0.168 0.330 0.100 0.231 0.312攻撃性 0.236 0.193

0.044 0.099 0.306 0.172 0.243 0.175 0.195 0.318依存性 0.184 0.156 0.008 0.054 0.415 0.128 0.303

0.071 0.236 0.283退行性 0.295 0.18
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しかし,これらの対策を全て受け身の構えで

受け入れていっていいものであろうか｡

例えば,保育時間の延長や専業主婦家庭の子

供の受入れは,確かに育児負担を軽 くし,子育

てのし易い環境をつくることになるだろう｡ し

かし,子育ての苦労の軽減が子育ての放棄や愛

着の薄れを招くという危険性も内在 しているこ

とを忘れてはならない｡

自閉症,学習障害,登校拒否についても同様

である｡よほど配慮された対策で無げれば事態

は深刻化するばか りかもしれない｡

昔,｢上手な植木屋｣の話を読んだことがあ

る｡｢上手な植木屋｣は木を枯らすことなど絶

対なく,いつも良い枝振 りの植木をそだてる｡

人が訊ねたところ,コツは必要最低限しか手を

入れず,あまりいじらないことだと答えたとい

う｡

又,河合は 『子どもの宇宙』23)の冒頭で,｢大

人たちは,子どもの姿の小ささに惑わされてつ

いその広大な宇宙の存在を忘れてしまう｡大人

たちは小さい子どもを早 く大きくしようと焦る

あまり,子どもたちのなかにある広大な宇宙を

歪曲してしまった り,回復困難なほど破壊 した

りする｡このような恐ろしいことは,しばしば

大人たちの自称する ｢教育｣や ｢指導｣や ｢善

意｣という名のもとになされるので,余計にた

まらない感 じを与える｡｣と述べている｡

論弁と言われるかもしれないが,人間も植木

もともに生物であ り,成長するという共通点を

持っている｡大人たちはしばしば ｢上手な植木

屋｣にはなれないようである｡

冒頭でも少し述べたが,子供はかなり困難な

環境に置かれても,それな りの成長を遂げるこ

との出来る力を持 っている｡それは ｢活動意

欲｣24),｢発動性｣6),｢内なる援助源｣5),等と称

されている｡子供の健康-の援助を望む時,こ

の力を十分発揮できる環境整備が大切なのであ

り,必要最低限の援助 しかしてはならないので

はないだろうか｡その援助の姿勢を間違えた時,

多くの若い母親と同じように,過保護や支配な

どの健康阻害行動をそれと気付かずにしてしま

うことになるかもしれない｡看て護る姿勢,ま

さしく看護こそが最大の援助ではないだろうか｡

要 約

幼児の健康状態と育児環境につき,京都市内

の 6ヵ所の幼稚園, 4か所の保育園の母親340

名にアンケー ト調査を実施し,313名,92%の

回答を得た｡その分析は以下の通 りである｡

1.育児態度における,積極拒否型,消極拒否

型,干渉過保護型,不安過保護型,盲従,自己

矛盾型,家族不一致型,厳格支配型,の傾向に

ある母親の下,及び,母親の心理環境における,

非社会協調性,不安抑密性,感情動揺性,神経

質さ,夫との人間関係の問題を抱える母親の下

では,子供の ｢内なる援助源｣或は ｢発動性｣

は発揮されにくく,健康が阻害され易い｡又,

その育児態度も心理環境も母子の トランザクシ

ョンに影響されている可能性が高い｡その悪循

環を避けるための援助が必要であ り,母親への

父親 (夫)の心理的支えも大切である｡

2.子育てに関する家庭環境において,居住環

境の悪さ,家庭の雰囲気の悪さ,子供との接触

密度の不足,経済状態の悪さ (文化生活度の低

さ)を抱える家庭では,子供の健康は阻害され

易い｡70%以上の国民が中流意識を持つ現在,

子供の健康を左右するのは貧富の差ではなく,

家庭が母子の心理的安定や慰安の場とな りうる

かどうかであり,収入がいかに生活向上のため

に使われているかにかかっていると考える｡

3.親の学歴において,子供の健康状態との関

わ りが兄いだせた｡教養が育児-の前向きな姿

勢を生 じ易くしていると考える｡

4.子供の出産環境において,望まない妊娠と

子供の健康状態との関わ りは,ほとんど兄いだ

せなかった｡これは今回の調査対象の水準の高

さによるものと思われる｡

5.祖父母の同居と子供の健康状態との関わ り

では,その位置付け及び関係の変化のためか,

関わ りはほとんど兄いだせなかった｡

6.母乳育児においては,母乳分泌の状態では

なく,母乳育児への前向きな姿勢が子供の健康

- 13-
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を促進する可能性が兄い出せた｡

7.子供の健康要因において,情緒の成熟度が

大きな位置を占めていることが兄い出せた｡物

質的に豊かになった今の日本では,精神面-の

援助が健康-の鍵となると言えよう｡

8.保育園児と幼稚園児では,幼稚園児の方が

健康状態がよかった｡母親の就労が主目的にな

る保育園と養育が主目的になる幼稚園の違いの

現れと考える｡

9.以上の分析結果より考えられる医療従事者

の育児-の関わ りは,母子が実生活の現場の中

で,どうすればより良い育児環境を得られるか

という環境整備のための観察 (看る)を第一と

し,濃厚な育児介入ではなく,今回のような育

児の実態把握に努めながら,危機状況に陥るこ

とを回避できる (護る)ような支援であろう｡

脇役に徹する黒子的存在であ り直接介入を試み

ること以上にartとしてのかかわ りが求められ

ていることになる｡

あ わ り に

末筆ながら,本調査に快 くご協力頂いた保育

園 ･幼稚園の園長,スタッフ,御父兄の皆様に

厚 く感謝する｡
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